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手を組めば新しい風

女
性
の
老
後
を
見
据
え
た

生
き
方

　
「
清
瀬
は
随
分
お
年
寄
り
が
多
い
街
」
転
居

時
に
そ
う
感
じ
た
こ
と
を
鮮
明
に
覚
え
て
い
ま

す
。
年
月
を
経
て
、
こ
れ
は
清
瀬
に
限
っ
た
こ

と
で
は
な
く
、
日
本
中
で
み
ら
れ
る
光
景
に
な

り
ま
し
た
。

　

２
０
１
０
年
10
月
１
日
現
在
の
国
勢
調
査

に
よ
れ
ば
清
瀬
市
の
高
齢
者
は
、
女
性
が
男

性
の
1.3
倍
。
高
齢
化
率
（
人
口
全
体
に
占
め

る
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
割
合
）
は
24
・
９
％

で
、全
国
平
均
23
％
を
や
や
上
回
っ
て
い
ま
す
。

男
女
別
に
み
る
と
、
女
性
が
男
性
を
５
ポ
イ

ン
ト
上
回
り
、
30
年
後
、
女
性
は
2.5
人
に
一
人

が
65
歳
以
上
の
高
齢
者
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す

（
表
１
）。

　

世
帯
別
の
状
況
で
は
、高
齢
夫
婦
世
帯
（
夫

65
歳
以
上
、
妻
60
歳
以
上
）
と
65
歳
以
上
単

身
世
帯
を
合
せ
た
高
齢
者
世
帯
は
、
ほ
ぼ
４

世
帯
に
１
世
帯
と
な
っ
て
い
ま
す
（
表
２
）。

　

１
９
５
０
年
代
の
平
均
寿
命
は
60
歳
代
で

し
た
が
、
今
や
、
女
性
の
平
均
寿
命
は
86
・

41
歳
（
男
性
は
79
・
94
歳
）、
40
年
後
に
は
90

歳
を
超
え
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
は
90
歳
ま
で
の
老
後
の
時
期
と
い
う
、
ラ

イ
フ
ス
テ
ー
ジ
と
向
き
合
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
と
く
に
、
女
性
の
一
人
暮
ら
し
世
帯
が
増

え
、さ
ら
に
増
加
す
る
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
問
題
と
な
る
の
が
老
後
の
生
活
資
金

で
す
。「
平
成
25
年
版
男
女
共
同
参
画
白
書
」

に
よ
る
と
、
公
的
年
金
が
９
割
、
不
足
分
を

貯
蓄
の
取
り
崩
し
な
ど
で
賄
っ
て
い
ま
す
。
内

閣
府
「
高
齢
者
の
自
立
し
た
生
活
に
関
す
る

調
査
」（
２
０
１
０
年
６
月
）
に
よ
る
と
女
性

単
身
世
帯
の
年
収
は
１
８
０
万
円
未
満
が
半

数
で
、
１
２
０
万
円
未
満
が
24
％
近
く
（
男

性
17
％
）
も
い
ま
す
。
夫
婦
世
帯
の
女
性
は

自
分
の
収
入
０
円
が
１
割
、
２
割
が
60
万
円

未
満
と
女
性
の
個
人
収
入
の
少
な
さ
が
際
立
っ

て
い
ま
す
。

　

高
齢
期
の
収
入
の
男
女
差
の
原
因
は
、
高

齢
期
に
な
る
以
前
の
就
業
の
男
女
差
が
ス
ト

レ
ー
ト
に
そ
の
ま
ま
年
金
額
な
ど
に
反
映
し

た
も
の
で
、
高
齢
女
性
の
貧
困
と
い
う
問
題
に

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

介
護
を
必
要
と
す
る
女
性
高
齢
者
は
男
性

の
2.5
倍
。
家
族
内
の
主
な
介
護
者
の
７
割
が

女
性
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
の
３
割
強
が
要
介

護
者
の
妻
が
担
っ
て
い
ま
す
。
老
老
介
護
の
負

担
が
女
性
に
偏
っ
て
い
る
状
況
が
み
え
て
き
ま

す
。

　

介
護
・
看
護
を
理
由
に
離
職
し
た
完
全
失

業
者
は
、
男
性
は
や
や
増
え
て
き
ま
し
た
が
、

女
性
は
多
い
ま
ま
推
移
し
て
い
ま
す
（
平
成

25
年
版
男
女
共
同
参
画
白
書
）。

　

虐
待
の
問
題
も
深
刻
で
す
。
虐
待
を
受
け

た
高
齢
者
は
75
歳
以
上
の
女
性
が
大
半
で
、

そ
の
う
ち
85
％
超
が
虐
待
者
と
同
居
で
す（
厚

生
労
働
省
２
０
０
７
年
調
査
）。
家
族
も
疲

弊
し
、
家
族
に
よ
る
介
護
の
限
界
も
明
ら
か

に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
介
護
が
必
要
に
な
っ

て
も
尊
厳
あ
る
日
々
を
過
ご
す
た
め
に
は
、

介
護
保
険
の
充
実
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

老
後
と
い
か
に
向
き
合
う
か
は
、
若
い
時
か

ら
老
後
を
見
据
え
、
意
識
し
た
生
き
方
が
で

き
る
か
ど
う
か
に
関
わ
り
ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
が
自
立
し
て
生
き
る
こ
と
を
支

え
る
た
め
に
、
男
女
の
性
別
役
割
分
担
を
よ

り
ど
こ
ろ
と
し
た
制
度
か
ら
、
個
人
を
単
位

と
す
る
社
会
保
障
制
度
や
税
制
度
に
変
え
て

い
く
こ
と
が
、
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
黒
澤
）

　

非
常
勤
で
施
設
介
護
職
員
と
し
て
働

く
女
性
、
Ａ
さ
ん
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　
介
護
職
は
介
護
の
最
新
知
識
と
介
護
技

術
に
加
え
て
、
緊
急
時
の
判
断
に
は
医
療

知
識
も
必
要
で
す
。
優
し
い
人
間
性
だ
け

で
な
く
、
高
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
も
不
可
欠
と
さ
れ
る
職
業
で
す
。
し
か

し
賃
金
は
低
い
「
非
常
勤
」
や
「
パ
ー
ト

タ
イ
ム
」「
委
託
」
な
ど
、
不
安
定
な
雇

用
形
態
で
働
く
女
性
が
多
い
職
場
で
も
あ

り
ま
す
。
で
も
「
人
の
役
に
立
つ
仕
事
を

し
て
い
る
」こ
と
は
心
の
支
え
で
あ
り「
あ

り
が
と
う
」
と
感
謝
し
て
も
ら
え
る
こ
と

が
何
よ
り
う
れ
し
い
。
大
変
な
仕
事
で
は

あ
り
ま
す
が
、
利
用
者
の
方
か
ら
教
え
て

も
ら
う
こ
と
や
、
癒
さ
れ
る
こ
と
も
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

介
護
職
は
長
時
間
、
重
労
働
、
重
責

な
仕
事
な
の
に
、
な
ぜ
低
賃
金
で
専
門
職

と
し
て
の
社
会
的
地
位
も
低
い
の
で
し
ょ

う
。
そ
の
背
景
に
は
、
介
護
は
こ
れ
ま
で

嫁
や
妻
、
女
性
が
無
償
で
担
っ
て
き
た
こ

と
と
い
う
刷
り
込
ま
れ
た
意
識
が
あ
る
か

ら
で
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

高
齢
者
が
介
護
施
設
で
安

心
し
て
過
ご
せ
る
た
め
に
も
、

介
護
職
員
の
労
働
環
境
が

整
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。 

（
小
松
）

介護の現場から

表 1　清瀬市の高齢者数及び高齢化率（現在及び将来）
計 女 男

2010 年 18,375 人 24.9% 10,525 人 27.4% 7,850 人 22.1%
2040 年 24,167 人 38.2% 14,357 人 41.4% 9,810 人 34.3%

表２　清瀬市の世帯状況（2010 年国勢調査）
　一般世帯数 30,897 世帯

うち高齢夫婦世帯 3,588 世帯 11.6%
うち 65 歳以上単身者世帯 3,520 世帯 11.4%
小計 7,108 世帯 23.0%

資料出所
・表１の 2010 年データは、同年実施の国勢調査	
・表１推計値は、　国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」
  より清瀬市の推計値。


